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川口茂雄      甲南大学文学部            准教授 

伊原木大祐     北九州市立大学基盤教育センター    教授 
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浦井聡       京都大学大学院文学研究科       博士課程 

 

＊＊＊＊編集後記＊＊＊＊ 

本年度の研究室紀要では、計三本の論考を掲

載することができました。A・ショーペンハウ

アー、S・ヴェイユ、田辺元と論題は多様です

が、各思想家の思考の根本動機へと野心的に迫

ろうとするその研究意図の果敢さにおいて、各

論考は共通していると言っても許されると思い

ます。編集に携わった者として、今号の論考も

また多くの人の思考の作業場に首尾よく紛れ込

み、多種多様な関心と反響と共同を呼び起こし

てゆく起点となることを願って止みません。 

各論文の査読にご協力いただきました先生方

には、この場を借りて心より御礼申し上げます。

また、編集作業にご協力くださった先輩方や友

人にも感謝致します。編集作業の難しさは昨年

度と同様でしたが、研究論文の形式の面白さを

普段とは異なる仕方で体感する得難い機会であ

った点でも、やはり変わりはありませんでした。

この度の紀要編集の経験を、今後の研究活動の

動機源泉として活かしてゆく所存です。  

（樽田勇樹・伊藤孟記）  
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